
東
北
大
学
医
学
部
保
健
学
科

　
　
　

同
窓
会
新
聞

　

こ
の
た
び
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
保
健
学
専
攻
に
大
学
院
博
士
課
程
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

博
士
課
程
設
置
に
携
わ
っ
た
先
生
の
一

人
で
あ
る
保
健
学
専
攻
看
護
ア
セ
ス
メ
ン

ト
学
分
野
の
丸
山
良
子
先
よ
り
ご
あ
い
さ

つ
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

保
健
学
専
攻
大
学
院
に

博
士
課
程
設
置
！

ご
あ
い
さ
つ

医
学
系

研
究
科
保
健
学
専
攻

  

博
士
後
期
課
程
の
設
置
に
つ
い
て

　 

医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻

　
　
　
　
　 

看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
分
野
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

丸
山
良
子

 

平
成
二
十
二
年
四
月
、
東
北
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
（
三
年
）
の
教
育
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
年
の
博
士
前
期
課
程
設
置
に
始

ま
っ
た
保
健
学
専
攻
の
大
学
院
が
こ
れ
で

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
健
学
専

攻
の
博
士
後
期
課
程
の
設
置
は
、
博
士
前

期
課
程
（
二
年)

に
引
き
続
い
て
、
保
健

学
の
教
育
者･

研
究
者
と
し
て
優
れ
た
人

材
お
よ
び
高
い
研
究
能
力
を
持
つ
実
践
的

指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
に
ど
う
し
て
も

必
要
で
し
た
。
保
健
学
専
攻
に
博
士
後
期

課
程
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
本
学
医

学
系
研
究
科
は
、
既
存
の
医
科
学
専
攻
、

障
害
科
学
専
攻
に
保
健
学
専
攻
が
加
わ

り
、
三
専
攻
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
健
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
の
入
学
定

員
は
一
学
年
十
名
で
、
一
月
二
十
八
日
に

入
学
試
験
が
終
わ
り
、
合
格
者
が
決
定
し

ま
し
た
。
合
格
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、

博
士
前
期
課
程
の
修
了
者
、
社
会
人
な
ど
、

保
健
学
専
攻
の
未
来
を
象
徴
す
る
多
く
の

有
能
な
人
材
が
集
ま
り
今
後
が
楽
し
み
で

す
。

　

博
士
後
期
課
程
の
概
要
は
、
お
お
よ
そ

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
き
く
看
護
学
、

放
射
線
技
術
科
学
、
検
査
技
術
科
学
の
三

コ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
、
看
護
学
コ
ー
ス

に
は
、
基
礎･

健
康
開
発
看
護
学
と
家
族

支
援
看
護
学
、
放
射
線
技
術
科
学
コ
ー
ス

は
、
医
用
情
報
技
術
科
学
と
生
体
応
用
技

術
科
学
、
検
査
技
術
科
学
コ
ー
ス
は
、
基

礎
検
査
医
科
学
と
臨
床
検
査
医
科
学
の
そ

れ
ぞ
れ
二
領
域
で
構
成
さ
れ
ま
す(

表
１)

。

　

博
士
後
期
課
程
の
授
業
科
目
は
、
共
通

科
目
群
、
専
門
科
目
群
、
特
別
研
究
科
目
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　　　　　　　表１保健学専攻博士後期課程教育課程

表 2　保健学専攻博士後期課程授業科目

コース 領域

看護学 基礎・健康開発看護学

家族支援看護学

放射線技術科学 医用情報技術科学

生体応用技術科学

検査技術科学 基礎検査医科学

臨床検査医科学

群
の
三
科
目
群
か
ら
構
成
さ
れ
、
修
了
に

は
い
わ
ゆ
る
学
位
論
文
に
あ
た
る
論
文
研

究
を
含
め
て
十
六
単
位
の
取
得
が
必
要
で

す
。
ま
た
優
れ
た
教
育
者
・
研
究
者
の
養

成
に
は
、
広
い
視
野
と
問
題
意
識
の
獲
得

が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
三
コ
ー

ス
共
通
の
健
康
科
学
に
関
す
る
科
目
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
度
な
研

究
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
礎
と

な
る
医
学･

医
療
に
関
す
る
知
識
も
必
要

に
な
る
た
め
、
医
学
系
研
究
科
内
の
医
科

学
専
攻
と
の
共
同
に
よ
る
共
通
選
択
科
目

を
五
科
目
設
け
、
幅
広
い
分
野
の
授
業
科

目
か
ら
選
択
履
修
で
き
る
配
慮
も
さ
れ
て

い
ま
す
。
専
門
科
目
群
は
、
各
コ
ー
ス
の

領
域
別
に
そ
れ
ぞ
れ
三
科
目
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す(

表
２)

。
修
了
要
件
単
位
以
外

に
も
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や

国
際
学
会
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
研
究
成

果
を
世
界
に
発
信
で
き
る
体
制
を
つ
く
る

こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。
社
会
人

学
生
に
は
、
長
期
履
修
制
度
、
昼
夜
開
講

夏
期
・
冬
期
集
中
講
義
な
ど
、
常
勤
で
働

き
な
が
ら
学
べ
る
体
制
が
組
ま
れ
、
さ
ら

に
東
北
大
学
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト･

ス
ク
ー

ル
（ISTU

）
に
よ
る
科
目
選
択
も
可
能
な

環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。                    

　

必
要
な
単
位
を
修
得
し
、
論
文
審
査
お

よ
び
最
終
試
験
に
合
格
す
る
と
、
看
護

学
コ
ー
ス
修
了
者
に
は
博
士
（
看
護
学
）、

放
射
線
技
術
科
学
ま
た
は
検
査
技
術
科
学

コ
ー
ス
修
了
者
に
は
博
士
（
保
健
学
）
の

学
位
が
授
与
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

東
北
大
学
の
理
念
で
あ
る
「
研
究
第
一

主
義
」「
門
戸
開
放
」「
実
学
尊
重
」
に
基

づ
き
、
保
健
学
専
攻
の
博
士
後
期
課
程
は
、

保
健
学
に
関
す
る
世
界
的
水
準
の
教
育･

研
究
拠
点
と
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
と
高

い
倫
理
観
を
持
つ
研
究
者･

教
育
者
、
高

度
化
す
る
保
健
、
医
療
に
対
応
で
き
る
実

践
的
指
導
者
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、
教

員
と
学
生
が
一
丸
と
な
り
邁
進
し
、
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
の
看
護
学
、
保
健
学
を

牽
引
で
き
る
人
材
を
輩
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

科目群 授業科目

共通科目 共通必須科
目

健康科学論

共通選択科
目

看護科学方法論、看護システム看護論、分子医科学、
社会・環境医学、先端臨床医学

専門科目 看護学
コース

基礎・健康開発看護学セミナーⅠ
基礎・健康開発看護学セミナーⅡ
家族支援看護学セミナーⅠ
家族支援看護学セミナーⅡ
基礎・健康開発看護学特論
家族支援看護学特論

放射線技術
科学
コース

医用情報技術科学セミナーⅠ
医用情報技術科学セミナーⅡ
生体応用技術科学セミナーⅠ
生体応用技術科学セミナーⅡ
医用情報技術科学特論
生体応用技術科学特論

検査技術科
学
コース

基礎検査医科学セミナーⅠ
基礎検査医科学セミナーⅡ
臨床検査医科学セミナーⅠ
臨床検査医科学セミナーⅡ
検査医科学特論
検査医科学実験トレーニング

特別研究科目 保健学論文研究

発
行
人　
　

進
藤
千
代
彦

発
行
所　
　

東
北
大
学
医
学
部
保
健
学
科

　
　
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
星
陵
町
２
の
１

編
集
人　
　

東
北
大
学
医
学
部
保
健
学
科
同
窓
会
新
聞
編
集

                  

委
員
会

編
集
委
員　

高
根
侑
美
、
水
口
早
苗
、
永
井
瑞
希
、
千
葉
春
香
、

　
　
　
　
　

柴
崎
瑛
子
、
武
石
陽
子



　

家
族
・
発
達
精
神
看
護
学

　
　
　
　

日
下
由
利
子
・
三
谷
綾
子

生
が
二
名
と
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先

輩
後
輩
と
も
に
仲
が
良
く
、
自
分
た
ち
の

研
究
に
関
し
て
相
談
出
来
る
環
境
で
す
。

ま
た
、
分
野
内
で
の
卒
業
生
が
お
ら
ず
未

開
発
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
し

た
い
研
究
を
積
極
的
に
出
来
る
環
境
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
周
産
期
看
護
に
関
心
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
教
室
に
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。
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家
族
・
発
達
精
神
看
護
分
野
は
、
家

族
を
発
達
上
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
応

じ
て
支
援
す
る
看
護
を
追
求
し
て
い
る
分

野
で
す
。
小
児
看
護
学
、
精
神
看
護
学
を

核
に
し
て
、
特
に
家
族
を
心
理
・
社
会
的

に
支
え
る
看
護
の
研
究
、
教
育
、
実
践

に
力
点
を
置
き
、
東
北
大
学
病
院
と
の

unification

や
、
学
校
、
地
域
、
医
療
機

関
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
に
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
大
学
院
で
は
，
小
児
看
護

の
高
度
看
護
専
門
職
者
で
あ
る
小
児
看
護

専
門
看
護
師
（CN

S

（Certified N
urse 

Specialist

）in Child H
ealth N

ursing

）

の
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
と
、
大
学
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
分
野
紹
介
に
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
二
名
は
こ
の
分
野
の
中
で

小
児
看
護
専
門
看
護
師
の
育
成
課
程
を
専

攻
し
，
神
経
症
や
軽
度
発
達
障
害
，
悪
性

疾
患
の
子
ど
も
と
家
族
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
い
る
塩

飽
教
授
の
下
で
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

二
年
間
の
課
程
の
中
で
週
の
う
ち
一
日
は
，

東
北
大
学
病
院
で
「
小
児
看
護
外
来
」
と

い
う
日
本
で
は
ま
だ
珍
し
い
看
護
特
有
の

外
来
で
，
遊
戯
療
法
を
通
し
て
発
達
障
害

や
不
登
校
の
こ
ど
も
の
看
護
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
，
塩
飽
教
授
か
ら
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
う
け
て
実
習
内
容
を
深

め
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
研
究
室
は

看
護
学
専
攻

学
校
を
離
れ
て
も
仲
が
よ
く
、
黒
一
点
で

塩
飽
教
授
を
女
性
六
人
で
囲
み
、
小
児
看

護
談
義
に
楽
し
く
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す

（
←
飲
み
会
が
多
い
比
喩
）。
日
々
こ
ど
も

た
ち
と
向
き
合
い
な
が
ら
小
児
看
護
の
学

び
を
深
め
小
児
看
護
専
門
看
護
師
の
取
得

に
向
け
て
勉
学
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小

児
看
護
の
ま
だ
ま
だ
多
様
な
研
究
の
テ
ー

マ
の
可
能
性
の
中
か
ら
研
究
内
容
を
模
索

中
で
す
。

　

周
産
期
看
護
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
綾
子

　

私
が
大
学
院
進
学
を
選
択
し
た
理
由
は
、

周
産
期
に
お
け
る
家
族
形
成
と
家
族
支
援

に
つ
い
て
看
護
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
周
産
期
と
は
、
妊
娠

二
十
二
週
か
ら
出
生
後
七
日
未
満
の
出
産

前
後
の
期
間
の
こ
と
を
示
し
、
周
産
期
看

護
で
は
、
妊
産
褥
婦
と
胎
児
新
生
児
、
そ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
家
族
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
私
は
、
大
学
院
で
学
生
を
す

る
傍
ら
、
東
北
大
学
病
院
の
産
科
病
棟
に

助
産
師
と
し
て
も
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

勤
務
す
る
上
で
、
家
族
背
景
が
複
雑
な

た
め
精
神
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
妊
婦

様
が
い
る
こ
と
、
核
家
族
や
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
等
の
家
族
支
援
が
見
込
め
な
い
た
め

に
多
く
の
育
児
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

経
産
婦
と
そ
の
家
族
に
対
し
看
護
支
援
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
等
、
家
族
に
関
連
し

た
事
象
に
対
し
今
後
研
究
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
中
で
、
現
在
研
究
テ
ー
マ
を
絞
り
込
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

　

周
産
期
看
護
分
野
で
は
、
全
学
年
で
学

研
究
室
紹
介

　

老
年
保
健
看
護
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾
由
美
子

　

本
学
科
の
前
身
で
あ
る
医
療
技
術
短
期

大
学
部
看
護
学
科
を
卒
業
し
、
早
二
十
五

年
に
な
り
ま
す
。
当
時
、
看
護
教
育
は
大

半
が
専
修
学
校
で
行
わ
れ
て
お
り
、
短
大

さ
え
も
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、
い
つ
か

は
大
学
化
す
る
の
だ
ろ
う
と
希
望
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
看
護
師
免
許
取
得
後
は
、

出
産
や
育
児
な
ど
に
伴
う
生
活
の
変
化
に

合
わ
せ
て
自
由
に
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
面
で
は
不

利
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
細
々
と
で
も

看
護
と
い
う
仕
事
か
ら
離
れ
ず
に
済
ん
だ

の
は
、
幸
運
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

よ
う
や
く
宮
城
県
内
に
大
学
看
護
学
部
が

で
き
，
編
入
し
た
の
は
四
十
路
を
過
ぎ
て

か
ら
で
し
た
。
学
生
に
専
念
す
る
二
年
間

を
楽
し
ん
だ
後
再
就
職
し
、
現
在
は
仕
事

を
し
な
が
ら
大
学
院
に
通
っ
て
い
ま
す
。

老
年
保
健
看
護
学
分
野
に
在
籍
し
、
研
究

は
、
高
齢
者
の
移
動
の
自
由
を
保
障
す
る

足
の
健
康
に
関
連
し
、
足
爪
の
白
癬
症
の

実
態
調
査
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

仮
説
を
検
証
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
感
じ

な
が
ら
も
、
多
く
の
先
生
方
や
院
生
の
仲

間
に
支
え
ら
れ
、
ぜ
い
た
く
な
環
境
の
中

で
勉
強
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
老
年
期
と
い
う
と
、
身

体
的
機
能
の
衰
え
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
ケ
ア
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
映
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
際
は
、
英

知
と
創
造
性
を
持
ち
、
柔
軟
に
生
き
て
い

る
高
齢
者
が
数
多
く
存
在
し
、
こ
ち
ら
が

ケ
ア
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

高
齢
者
を
め
ぐ
る
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
年
を
重
ね
る
こ
と
が
誰
に
と
っ
て

も
幸
福
で
あ
る
よ
う
、
看
護
の
分
野
か
ら

支
援
し
て
い
く
力
を
つ
け
る
た
め
，
研
鑽

を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

放
射
線
技
術
科
学
専
攻

　

先
端
放
射
線
診
断
技
術
学　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

礼

　

今
回
は
、
私
が
在
籍
し
て
い
る
先
端
放

射
線
診
断
技
術
学
分
野
の
町
田
研
究
室
を

紹
介
し
ま
す
。
当
分
野
の
研
究
対
象
で
あ

る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
近
年
、
非
造
影
で
の
血
管
の

描
出
や
機
能
画
像
、
心
臓
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
日
進
月
歩
の
領
域
で
あ
り
、
幅
広

く
深
い
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
田
研
究
室
は
、
研
究
室
の
長
で
あ
る

町
田
好
男
教
授
、
修
士
２
年
の
根
本
く
ん
、

社
会
人
学
生
修
士
１
年
の
私
の
３
名
で
、

同
じ
分
野
内
の
他
の
教
授
や
大
学
院
生
と

連
携
し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

町
田
先
生
は
、
２
年
前
に
東
芝
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
赴
任
し
て
き
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
特
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
画
像

再
構
成
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
画
像
工

学
に
造
詣
が
深
く
、
研
究
室
で
は
、
主
に

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
画
像
評
価
、
撮
影
シ
ー
ケ
ン
ス
、

そ
し
て
、
最
近
話
題
の
死
亡
時
画
像
病
理

診
断
（
Ａ
Ｉ
）
の
基
礎
的
検
討
な
ど
の
研

究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

も
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
少
な
か
ら
ず
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
の
な
ら
、
ぜ
ひ
町
田

研
究
室
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　

画
像
診
断
技
術
学　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
科　

孝
志

　

臨
床
医
学
に
お
い
て
、
Ｘ
線
画
像
や
Ｃ

Ｔ
画
像
な
ど
の
画
像
診
断
は
、
近
年
の
診

断
機
器
及
び
診
断
技
術
の
開
発
、
発
展
に

よ
り
、
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
石
橋
忠
司
教
授
、

齋
藤
春
夫
教
授
の
も
と
、
様
々
な
臨
床
画

像
に
用
い
ら
れ
る
幅
広
い
診
断
技
術
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、「
乳
が
ん
検
診
の

精
度
管
理
」、「
腹
部
臓
器
の
画
像
診
断
や

低
侵
襲
性
治
療
に
必
要
な
医
療
器
材
の
開

発
」、「
多
列
型
Ｃ
Ｔ
（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）
画
像

を
用
い
た
胸
部
大
動
脈
瘤
の
３
次
元
有
限

要
素
モ
デ
ル
の
構
築
と
破
断
予
測
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」、「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｓ
ｙ　

Ｉ
ｍ

ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
（
Ａ
Ｉ
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
に
取
り
組
む
一
方
で
、
学

会
で
の
発
表
や
病
院
で
の
実
習
、
診
療
放

射
線
技
師
と
し
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も

行
い
、
実
際
の
臨
床
現
場
に
つ
い
て
も
学

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
臨
床
現
場
で
の

経
験
や
、
低
侵
襲
性
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ

ナ
ル
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
の
検
査
技
術
学
、
三

次
元
画
像
処
理
法
な
ど
の
映
像
情
報
処
理

技
術
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
診
断
支
援
技
術

学
、
医
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
学
な
ど
の

研
究
を
通
じ
て
、
高
度
医
療
専
門
職
に
就

く
こ
と
、
さ
ら
に
自
ら
研
究
、
開
発
が
可

能
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

医
用
画
像
工
学
分
野　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

水
口　

早
苗

　

医
用
画
像
工
学
分
野
で
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ

Ｒ
Ｉ
な
ど
の
医
用
画
像
に
対
し
て
工
学
的

手
法
に
よ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
の
原
理
的
部
分

な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
可
視

光
を
使
っ
た
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
も
行
っ
て
い

て
、
細
胞
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃

度
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
脳
の
神
経

細
胞
ど
う
し
の
信
号
の
や
り
取
り
な
ど
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

扱
っ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
以
下
の
２
つ

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
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①
医
用
画
像
に
お
け
る
様
々
な
画
質
問
題

を
解
明
し
て
良
質
の
画
像
を
得
る
実
用
的

手
段
を
研
究
・
開
発
。

②
医
用
画
像
あ
る
い
は
、
さ
ら
に
光
学

手
段
な
ど
に
よ
る
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

デ
ー
タ
を
用
い
た
神
経
情
報
処
理
機
構
を

解
明
。

　

わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え
る
と
、
よ
り

正
確
に
生
体
情
報
を
反
映
す
る
画
像
を
得

る
こ
と
、
お
よ
び
そ
う
し
て
得
た
画
像
か

ら
医
療
や
生
命
科
学
に
有
用
な
情
報
を
発

掘
・
加
工
す
る
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ
の
例
を
挙
げ
る

と
、
Ｃ
Ｔ
画
像
の
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
を
緩

和
す
る
処
理
法
／
Ｃ
Ｔ
の
低
被
曝
化
を
実

現
す
る
画
像
再
構
成
法
／
時
系
列
情
報
を

含
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た

脳
・
神
経
系
の
機
能
解
析
／
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
デ
ー
タ
か
ら
情
報
を
抽
出
す
る
た
め
の

画
像
処
理
法
の
研
究
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
分
子
病
態
解
析
学

                                    

山
本
秀
輝 

よ
び
そ
れ
ら
の
受
容
体
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達

分
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
るM

yD
88

や

Card9

と
い
っ
た
分
子
の
免
疫
応
答
に
お

け
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、in vivo

・in 

vitro

の
両
面
か
ら
解
析
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
肺
炎
球
菌
や
ク
リ
プ
ト
コ
ッ

カ
ス
感
染
防
御
に
お
け
るN

KT

細
胞
や
γ

δT

細
胞
の
役
割
に
つ
い
て
遺
伝
子
欠
損

マ
ウ
ス
を
用
い
て
解
析
し
て
い
ま
す
。

　

石
井
グ
ル
ー
プ
で
は
、
小
児
に
伝
染
性

紅
斑
な
ど
を
引
き
起
こ
す
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル

スB19

に
つ
い
て
、B19

の
細
胞
内
で
の

増
殖
・
潜
伏
過
程
お
よ
び
炎
症
惹
起
機
序

を
分
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
レ
セ
プ
タ
ー
を
持
ち
あ
る

程
度
の
増
殖
を
許
す
赤
芽
球
系
細
胞
と
、

レ
セ
プ
タ
ー
は
発
現
し
て
い
な
い
が
関
節

リ
ウ
マ
チ
の
炎
症
組
織
でB19

タ
ン
パ

ク
質
の
発
現
が
確
認
さ
れ
て
い
る
免
疫
系

細
胞
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
動
態
の
解
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
で
は
、
毎
年
研
究
の
成
果
を
さ

ま
ざ
ま
な
学
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま

た
学
会
の
合
間
に
観
光
し
た
り
、
秋
に
は

芋
煮
会
を
行
う
な
ど
、
研
究
室
内
の
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

臨
床
生
理
検
査
学　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

       

服
部
大
貴

　

私
は
、
検
査
技
術
学
コ
ー
ス
・
臨
床
生

理
検
査
学
分
野
に
お
い
て
三
浦
昌
人
准
教

授
の
も
と
、
ラ
ッ
ト
心
室
筋
を
用
い
て
不

整
脈
の
研
究
・
実
験
を
し
て
い
ま
す
。
大

学
４
年
の
卒
業
研
究
の
時
か
ら
三
浦
先
生

の
研
究
室
で
お
世
話
に
な
り
、
今
で
は
ラ
ッ

ト
を
麻
酔
し
心
臓
を
摘
出
す
る
な
ど
の
動

物
実
験
の
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
現
在
、
高
カ
リ
ウ
ム
液
を
心

室
筋
に
潅
流
す
る
こ
と
で
虚
血
の
モ
デ
ル

を
作
り
、
不
整
脈
の
発
生
に
ど
の
よ
う
に

関
与
・
影
響
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
張
力
や
膜
電

位
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

普
段
の
生
活
と
し
て
は
、
実
験
を
週
３

回
行
い
、
そ
れ
以
外
の
日
は
デ
ー
タ
の
解

析
を
し
た
り
、
論
文
を
読
ん
で
勉
強
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
同
じ

臨
床
生
理
検
査
学
分
野
で
あ
る
進
藤
千
代

彦
教
授
の
研
究
室
と
合
同
で
週
１
回
、
論

文
の
抄
読
会
を
し
て
い
ま
す
。

  

論
文
に
関
し
て
は
、
読
ん
で
い
く
な
か

で
自
分
の
知
識
の
無
さ
や
英
語
力
の
無
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
で
は

勉
強
し
な
い
よ
う
な
よ
り
高
度
で
詳
細
な

こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
の
興
味

あ
る
分
野
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、

も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま

す
。

  

こ
の
よ
う
に
、
大
学
院
は
大
学
で
は
経
験

で
き
な
い
よ
う
な
、
ま
た
そ
れ
以
上
の
研

究
・
実
験
を
し
、
よ
り
高
度
な
知
識
・
技

術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
自
分
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と

や
今
後
に
生
か
せ
そ
う
な
こ
と
を
し
っ
か

り
と
考
え
、
見
極
め
た
う
え
で
、
進
み
た

い
分
野
・
研
究
室
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
将
来
、
こ
の

大
学
院
で
得
た
知
識
・
技
術
と
い
う
の
は

必
ず
自
分
自
身
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
沢
山
の
先
生
方
が
本
学
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

検
査
技
術
科
学
専
攻

新
任
先
生
の
ご
紹
介

看
護
学
専
攻  

  

が
ん
看
護
学
分
野　

教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
冨
美
子

　

私
は
昨
年
九
月
に
、
山
形
大
学
か
ら
保

健
学
専
攻
「
が
ん
看
護
学
分
野
」
に
着
任

し
ま
し
た
。
着
任
と
同
時
に
単
身
赴
任
生

活
を
終
え
、
福
島
仙
台
間
片
道
約
一
時
間

半
の
新
幹
線
通
勤
を
始
め
ま
し
た
。
当
初

　

私
た
ち
感
染
分
子
病
態
解
析
学
分
野
で

は
、
川
上
和
義
教
授
、
石
井
恵
子
准
教
授

の
ご
指
導
の
も
と
、
細
菌
・
真
菌
・
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
自
然
免
疫
機
構
を
解
明
す

る
と
と
も
に
、
感
染
症
の
発
症
及
び
予
防

と
の
関
連
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
関
節
炎

の
発
症
病
態
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

川
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
細
菌
や
真
菌
に

つ
い
て
、TLR9

な
ど
のtoll

様
受
容
体

やD
ectin-1

な
ど
のC-

タ
イ
プ
レ
ク
チ
ン

受
容
体
の
感
染
免
疫
に
お
け
る
役
割
、
お

　

私
は
医
学
部
保
健
学
科
を
卒
業
後
、
大

学
院
の
保
健
学
専
攻
修
士
課
程
に
進
学
し

ま
し
た
。
分
子
機
能
解
析
学
分
野
に
お
い

て
、
林
真
一
教
授
の
指
導
の
も
と
ヒ
ト
乳

癌
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
耐
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
を
テ
ー
マ
に
、
将
来
の
新
し
い
検

査
法
の
開
発
を
目
指
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
乳
癌
細
胞
を
用

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
薬
剤
感
受
性
を
調
べ
た

り
、
た
ん
ぱ
く
質
の
分
析
な
ど
の
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
大
学
学
部
時
の
卒

業
研
究
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
持
ち

研
究
を
は
じ
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
学

院
で
も
継
続
し
て
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
普
通
よ
り
も
半
年
も
長
く
こ

の
テ
ー
マ
に
携
わ
り
、
そ
の
分
た
く
さ
ん

実
験
を
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

と
て
も
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
大
学
院

生
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
方
が
い
る
た
め
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
相
談
し
て
助
け
て
い

た
だ
い
た
り
、知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
違
っ

た
考
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
良
い
刺
激

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
の
生
活
が
始
ま
っ
て
約
１
年
が

た
ち
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
は
実

験
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、

実
験
手
法
は
少
し
ず
つ
身
に
つ
い
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
必
要
な

知
識
が
足
り
な
い
こ
と
が
多
く
、
常
に
勉

強
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
り
新
た
な

発
見
が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
面
白
さ
を

感
じ
な
が
ら
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

分
子
機
能
解
析
学　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

       

植
松
智
有
希

は
福
島
駅
ま
で
の
不
慣
れ
な
運
転
と
地
下

鉄
か
ら
大
学
ま
で
の
長
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
疲
労
困
憊
の
毎
日
で
し
た
が
、
最
近
で

は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
気
味
だ
っ
た
体
型
も
少

し
絞
れ
、
周
り
の
風
景
を
楽
し
む
余
裕
も

で
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
は
が
ん
看
護
学
、
成
人
看
護

学
で
す
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
乳
が
ん

患
者
を
対
象
と
し
た
術
式
選
択
や
術
後
上

肢
機
能
障
害
と
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ

イ
フ
に
関
す
る
一
連
の
研
究
で
す
。
現
在

は
、
乳
が
ん
術
後
上
肢
機
能
障
害
予
防
改

善
に
向
け
た
介
入
研
究
を
東
北
大
学
病
院

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
て
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
看
護
学
・
成
人
看

護
学
の
教
育
方
法
に
関
す
る
研
究
も
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
は
「
が
ん
患
者
の
語
り
」

の
映
像
を
教
材
と
し
て
実
際
に
授
業
で
活

用
し
、
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

看
護
基
礎
教
育
で
は
成
人
看
護
学
原
論
、

成
人
慢
性
期
看
護
方
法
論
の
授
業
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
将
来
看
護
職
を
め
ざ
す
学

生
に
臨
床
看
護
学
の
魅
力
を
伝
え
、
患
者

お
よ
び
家
族
の
方
々
へ
の
共
感
性
を
育
む

教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
修
士

課
程
の
が
ん
看
護
分
野
で
は
、
今
年
七
月

に
専
門
看
護
師
教
育
課
程
の
申
請
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
に
策
定
さ
れ

た
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
で
看
は
、

が
ん
医
療
従
事
者
の
養
成
が
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

二
〇
一
〇
年
一
月
現
在
、
全
国
の
が
ん

看
護
専
門
看
護
師
百
九
十
三
名
中
、
東
北

地
方
は
五
名(

宮
城
三
名
、
福
島
二
名)

と

少
な
く
、
そ
の
養
成
を
推
進
す
る
教
育
環

境
の
整
備
が
必
須
で
す
。
今
後
は
が
ん
看

護
専
門
看
護
師
教
育
の
実
績
が
あ
る
福
島

県
立
医
科
大
学
看
護
学
部
と
も
協
働
し
、

が
ん
看
護
学
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
と
が

ん
専
門
看
護
師
の
生
涯
学
習
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
を
課
題
に
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
や
認
定
看
護
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同
窓
会
費
納
入
の
お
願
い

人
事
異
動

放
射
線
技
術
科
学
コ
ー
ス

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

●
千
田
浩
一

　

放
射
線
検
査
学
分
野
准
教
授
→
同
分
野

　

教
授

修
士
課
程
卒
業
者
の

進
路
状
況

編
集
後
記

　

平
成
二
十
一
年
十
月
に
東
京
大
学
か
ら

緩
和
ケ
ア
看
護
学
分
野
に
着
任
し
ま
し
た

宮
下
光
令
で
す
。
緩
和
ケ
ア
看
護
学
分
野

と
は
こ
の
十
月
に
新
設
さ
れ
た
分
野
で
、

主
に
が
ん
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
て
苦
痛

を
や
わ
ら
げ
る
た
め
の
ケ
ア
や
終
末
期
の

患
者
・
家
族
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

出
身
は
千
葉
の
木
更
津
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
海
の
近
く
で
育
っ
た
の
で
魚
が
大

好
き
で
す
。
趣
味
は
釣
り
で
、
早
く
暖
か

く
な
っ
て
海
釣
り
に
行
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
昨
年
ま
で

東
京
と
千
葉
を
行
っ
た
り
来
た
り
の
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
仙
台
は
町
も
便
利

で
気
候
も
よ
く
大
変
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

人
も
優
し
く
、
大
学
の
内
外
で
い
ろ
い
ろ

な
人
に
親
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

も
う
都
会
の
雑
踏
に
は
戻
り
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
仙
台
で
落

ち
着
い
た
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
教
育
・

研
究
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
ご
存
じ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
仙
台
と
い
う
の
は
緩
和
ケ
ア
の
臨
床

を
す
る
に
は
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
な
の
で

す
。
東
北
大
学
な
ど
の
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
と
い
う
拠
点
と
な
る
施
設
も
多
く
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
も
三
つ
あ
り
、
在
宅
ケ
ア

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
望
ん

だ
場
所
で
過
ご
す
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
人

的
資
源
が
豊
富
で
、
こ
の
資
源
を
い
か
に

有
効
に
利
用
す
る
こ
と
で
日
本
や
世
界
の

モ
デ
ル
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
東
北
大
学
を
希
望

し
た
一
番
の
理
由
で
し
た
。

　

私
の
専
門
は
緩
和
ケ
ア
の
評
価
や
調
査

に
関
す
る
こ
と
で
す
が
、
臨
床
的
な
課
題

に
も
関
心
が
あ
り
、
大
規
模
な
調
査
や
評

価
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
す
す
め
る
一
方
で
、

臨
床
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
る
よ

う
な
課
題
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
学
科
の
学
生
さ
ん
も
卒
業
す
る
と

が
ん
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
携
わ
る
こ
と
は

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
身
体
的
・
心

理
的
・
社
会
的
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
苦

痛
の
緩
和
、
治
療
方
針
や
療
養
場
所
な
ど

の
意
思
決
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

家
族
ケ
ア
、
看
取
り
な
ど
様
々
な
問
題
に

直
面
し
て
奮
闘
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
本
分
野
で
は
こ
れ
ら
の
未
解
決
な
問

題
に
対
し
て
研
究
を
行
い
、
今
後
の
臨
床

に
還
元
で
き
る
よ
う
な
成
果
を
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
看
護

専
門
看
護
師
（CN

S

）
養
成
も
行
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
分
野
で
不
安
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
ご
関
心
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
い
つ
で
も
相
談
に
来
て
く
だ
さ

い
。
大
学
院
の
受
験
に
つ
い
て
も
歓
迎
い

た
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で
も
臨
床
上
の

疑
問
や
問
題
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
微
力
な
が
ら
解

決
に
向
け
て
ご
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
北
大
学
に
来
て
半
年
経
っ
て
将
来
を

期
待
で
き
る
優
秀
な
学
生
さ
ん
が
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
看
護
学
は
こ

れ
か
ら
の
学
問
で
す
。
緩
和
ケ
ア
に
つ
い

卒
業
生　

各
位

　

東
北
大
学
医
学
部
保
健
学
科
、
東
北
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
は
、

学
生
及
び
教
職
員
相
互
の
親
睦
と
大
学
生

活
の
向
上
、
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
二
十
年
三
月
の
医
学
部
保
健

学
科
第
一
期
生
の
卒
業
を
期
に
「
東
北
大

学
医
学
部
保
健
学
科
同
窓
会
」
を
設
置
し
、

同
窓
会
新
聞
等
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
第
一
号
の
同
窓
会
新

聞
を
発
行
し
ま
し
た
の
で
、
同
封
致
し
ま

す
。
同
窓
会
新
聞
の
こ
と
や
そ
の
他
の
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
意
見
・
ご

感
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
同
窓

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

な
お
、
学
部
ま
た
は
修
士
課
程
卒
業
後

の
同
窓
会
会
費
の
徴
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
ず
れ
か
の
卒
業
時
に
一
万
円
を
一
括
納

入
し
て
頂
き
、
終
生
会
員
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
同
封
の
振
込
み
用
紙
を
用

い
て
ご
送
金
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
、
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
役
員
一
同

●
連
絡
先　

上
記
の
連
絡
先

　

な
お
、
保
健
学
科
お
よ
び
保
健
学
専
攻

の
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
来
月
四
月
始

動
を
目
指
し
て
調
整
中
で
す
。

  

緩
和
ケ
ア
看
護
学
分
野　

教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
光
令

　

保
健
学
科
同
窓
会
で
は
、
同
窓
会
新
聞

を
発
行
し
て
お
り
、
多
く
の
方
々
か
ら
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
現
在
、
編
集
委
員
会

で
は
次
号
発
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

寄
稿
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
。
随
筆
、
紀
行

文
、
趣
味
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
お
寄
せ
い
た
だ
く
際
は
、
以
下
の
要

項
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓

会
新
聞
編
集
委
員
会
で
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
掲
載
が
多
少
遅
れ
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
内
容　

随
筆
、
紀
行
文
、
趣
味
な
ど

●
原
稿　

２
５
０
０
～
４
０
０
０
字
程
度

　
　
　
　

 

顔
写
真
一
枚

●
宛
先　

〒
９
８
０
‐
８
５
７
５　
　
　

　
　

仙
台
市
青
葉
区
星
陵
町
二
番
一
号　

　
　

東
北
大
学
医
学
部
保
健
学
科
同
窓
会

ご
寄
稿
の
お
願
い

締
切
直
前
ま
で
ド
タ
バ
タ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
の
お
力
添
え
で
新
聞

を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
方
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
学
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
瑞
希
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
回
に
引
き
続
き
、
編
集
に
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
前
回
と
同

様
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
が
あ
り
、
新

聞
が
で
き
あ
が
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
学
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
春
香

み
ん
な
で
作
っ
た
こ
の
同
窓
会
新
聞
が
、

春
の
訪
れ
と
と
も
に
卒
業
生
の
皆
さ
ま
と

旅
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
わ
い
が
っ
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
。
　

　
　
　
　
　
先
端
放
射
線
技
術
学
分
野
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
口
　
早
苗

来
年
度
も
同
窓
会
新
聞
の
編
集
委
員
に
任

命
さ
れ
た
高
根
で
す
。
今
年
度
と
同
様
、

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
保
健
学
科
の
最
新
情

報
を
お
届
け
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
至
ら

な
い
点
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
精
一

杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
画
像
診
断
技
術
学
分
野
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
根
　
侑
美

た
く
さ
ん
の
方
々
に
制
作
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、素
晴
ら
し
い
新
聞
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
忙
し
く
あ
ま
り
制

作
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
の
メ
ン

バ
ー
に
た
く
さ
ん
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
回
は
、今
回
以
上
に
皆
さ
ま
に
と
っ

て
価
値
あ
る
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
内
分
泌
応
用
医
科
学
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
瑛
子

医療機関, 
11(6), 55%

企業, 4, 
12%

本学博士課

程, 4(4), 
18%

その他, 
3(2), 15%

全体の就職・進学状況

2010.3月現在

n=34

※(数字)は社会人卒業者

医療機関, 
5(4), 91%

本学保健学

博士課程, 
(2), 14%

その他, 1, 
8%

放射線学科就職・進学状況

2010.3月現在

n=12

※(数字)は社会人卒業者

医療機関, 
2(1), 21%

企業, 4, 
29%

本学保健学

博士課程, 
4(1), 36%

その他(公
務員など), 

2, 14%

検査技術学科就職・進学状況

2010.3月現在

※(数字)は社会人卒業者

n=14

助産師, 3, 
37%

看護師, 
1(1), 25%

養護教諭, 
(1), 12%

教員, (1), 
13%

本学医科学

博士課程, 
(1), 13%

看護学コース就職・進学状況

2010.3月現在

※(数字)は社会人卒業者

n=8

の
資
格
取
得
を
考
え
て
い
る
方
、
が
ん
看

護
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
は
、
毎
月
第
四

月
曜
日
に
が
ん
看
護
勉
強
会
を
主
催
し
て

い
ま
す
の
で
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。
参

加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て

自
己
の
看
護
実
践
を
内
省
し
、
ま
た
は
新

知
見
を
蓄
積
す
る
場
と
し
て
ご
利
用
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
と
の
交
流
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
一
緒
に
学
習
や
研
究
を
行
い
、
こ
の
分

野
を
日
本
の
緩
和
ケ
ア
看
護
学
の
研
究
拠

点
に
育
て
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
一
緒
に
新
し
い
分
野
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！


